
本
報
告
で
は
、
「
麗
気
記
』
①
Ｉ
⑥
の
校
訂
作
業
を
通
じ
て
明
か

に
な
っ
た
、
近
世
の
写
本
や
版
本
の
特
徴
を
手
が
か
り
に
、
近
世
が

（
１
）

ど
う
『
麗
気
記
』
を
捉
え
た
か
、
そ
の
流
布
と
受
容
を
考
察
す
る
。

近
世
の
『
麗
気
記
』
は
一
般
に
『
天
地
麗
気
記
』
と
称
さ
れ
て
、

そ
の
存
在
は
特
定
の
法
流
に
連
な
る
僧
侶
や
限
定
さ
れ
た
神
社
の
神

職
を
超
え
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に

は
版
行
さ
れ
、
京
都
府
立
図
書
館
本
、
天
理
本
（
乙
）
、
本
居
家
、

塙
家
、
屋
代
弘
賢
の
旧
蔵
本
な
ど
、
写
本
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、

神
道
害
に
も
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
森
本
仙
介
氏
の
調

［
平
成
十
二
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
］
特
別
掲
載
・
『
麗
気
記
』
に
み
る
中
世

天
理
本
に
つ
い
て

埋
没
す
る
『
麗
気
記
』
世
界
ｌ
〈
校
訂
〉
す
る
近
世
Ｉ査

に
よ
れ
ば
、
近
世
の
写
本
・
版
本
は
い
ず
れ
も
同
系
統
の
も
の
で
、

『
天
地
麗
気
記
』
を
総
題
と
し
、
「
天
地
麗
気
記
」
を
首
巻
と
す
る
編

（
２
）

成
の
十
八
巻
本
（
森
本
分
類
Ｃ
系
）
で
あ
る
。

『
麗
気
記
』
の
校
訂
本
文
と
書
下
し
文
作
成
に
あ
た
り
、
中
世
・

近
世
の
代
表
的
な
写
本
十
種
類
を
選
ん
で
校
合
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ

系
．
Ｂ
系
．
Ｃ
系
の
諸
本
分
類
は
、
巻
編
成
の
形
式
だ
け
で
な
く
、

本
文
の
体
裁
に
お
い
て
も
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

例
え
ば
、
『
麗
気
記
』
①
Ｉ
⑥
の
諸
本
の
改
行
箇
所
（
一
七
八
ヶ
所
）

に
注
目
し
、
機
械
的
に
改
行
の
有
無
を
比
較
し
て
み
る
と
、
Ａ
系
は

改
行
箇
所
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
揺
る
ぎ
が
な
い
。
次
ぎ
に
、
Ｃ
系
の
府

立
本
・
天
理
本
と
温
泉
寺
本
・
府
立
本
が
、
同
様
に
ほ
ぼ
七
割
の
一

致
率
を
示
し
て
い
る
。
温
泉
寺
本
と
天
理
本
の
一
致
率
も
六
割
程
度

森
瑞
枝
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で
比
較
的
高
い
。
一
方
、
Ｂ
系
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、
Ａ
系
と
一
致

（
３
）

率
の
高
い
本
も
あ
れ
ば
、
Ｃ
系
と
近
い
も
の
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

府
立
本
・
天
理
本
の
み
一
致
す
る
組
み
合
わ
せ
は
十
五
例
あ
り
突
出

し
て
い
る
。
改
行
は
叙
述
の
ま
と
ま
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
府
立

本
と
天
理
本
が
、
改
行
に
お
い
て
先
行
す
る
諸
本
と
は
異
な
る
処
置

を
施
し
て
い
る
こ
と
は
、
両
本
が
独
自
の
、
共
通
の
見
解
に
基
づ
い

て
判
断
を
下
し
た
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
「
天
地
麗
気
記
」
を
首
巻
と
す
る
編
成
、
す
な
わ
ち
Ｃ
系

本
は
温
泉
寺
本
（
Ｑ
）
に
遡
る
。
至
徳
四
年
（
一
三
八
七
）
ｌ
明
徳
二

年
（
一
三
九
二
に
か
け
て
書
写
・
校
合
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｃ
系
本

で
は
ず
ば
ぬ
け
て
古
く
、
書
写
記
録
で
は
Ａ
系
本
に
匹
敵
す
る
。
し

か
し
、
改
行
箇
所
ほ
か
、
本
文
校
訂
の
結
果
か
ら
し
て
も
、
明
か
に

別
系
統
で
あ
る
。
府
立
本
（
α
）
は
西
洞
院
家
旧
蔵
本
で
、
享
禄
五

年
（
一
五
三
二
）
空
言
に
よ
る
書
写
。
天
理
本
は
空
言
害
写
本
を
慶

安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
賀
茂
保
可
が
書
写
校
合
し
、
さ
ら
に
上
御

霊
社
法
眼
本
に
よ
り
朱
点
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
天
理
本
と
類
似

の
朱
が
他
の
α
本
（
神
宮
本
の
一
本
、
正
祐
寺
本
の
一
本
な
ど
）
に
も
あ
り
、

近
世
写
本
の
一
般
的
な
形
態
は
、
天
理
本
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
と

見
て
良
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
同
じ
Ｃ
系
で
も
、
α
本
の
訓
点
や
ル
ビ
は
ｑ
（
温
泉
寺
本
）

と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
特
に
天

理
本
の
本
文
、
訓
点
は
、
ほ
ぼ
版
本
と
一
致
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

で
は
、
天
理
本
に
特
徴
的
な
表
記
や
訓
読
方
法
を
具
体
的
に
検
討

し
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
近
世
の
『
天
地
麗
気
記
』
が
『
麗

気
記
』
を
ど
の
よ
う
に
受
け
継
い
だ
の
か
、
い
か
に
し
て
版
本
へ
と

手
渡
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
で
扱
う
範
囲
は
『
麗
気
記
』
①
Ｉ
⑥
に
限
ら
れ
る
が
、

全
体
の
傾
向
を
代
表
さ
せ
て
も
、
特
に
不
都
合
は
無
い
と
判
断
し
た
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
Ｃ
系
の
近
世
写
本
は
柤
本
の
復
原
的
な
書
写

で
も
な
く
、
ま
た
、
Ｂ
系
の
守
晨
本
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

諸
本
を
集
め
訓
点
ル
ビ
を
網
羅
的
に
併
記
す
る
類
聚
的
な
校
合
書
写

で
も
な
い
。
書
写
に
際
し
て
記
紀
な
ど
権
威
あ
る
「
古
典
籍
」
や
、

一
般
的
に
認
め
ら
れ
た
表
記
と
照
合
し
、
そ
れ
と
齪
嬬
す
る
文
字
や

ル
ビ
を
削
除
し
、
整
理
整
頓
し
た
も
の
で
、
近
世
の
古
典
籍
版
本
と

（
４
）

同
様
の
意
識
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
本
文
・
訓
点
校
訂
写
本

で
あ
る
。
諸
説
の
類
聚
併
記
（
Ｂ
守
晨
本
）
↓
「
古
典
籍
」
と
の
照

Ｃ
系
諸
本
の
な
り
た
ち
は
、
温
泉
寺
本
（
ｑ
）
↓
府
立
本
（
α
）
↓
天

理
本
（
α
）
↓
版
本
（
田
）
と
い
う
具
合
に
な
ろ
う
。
『
麗
気
記
』
か

ら
『
天
地
麗
気
記
』
へ
の
変
換
は
、
版
本
（
α
）
に
よ
っ
て
確
立
し

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
近
世
的
『
麗
気
記
』
、
す
な
わ
ち
『
天

地
麗
気
記
』
テ
キ
ス
ト
成
立
の
要
は
天
理
本
（
α
）
で
あ
る
。

天
理
本
の
校
訂
意
識
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合
↓
「
古
典
籍
」
へ
の
す
り
合
わ
せ
と
合
理
化
↓
本
文
・
訓
点
の
確

定
↓
板
行
、
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
流
れ
を
辿
る
こ
と
が
で
き
、
天
理

（
５
）

本
に
お
い
て
、
校
訂
作
業
は
到
達
点
に
至
っ
て
い
る
。
以
下
、
天
理

本
の
校
訂
作
業
に
つ
い
て
、
具
体
例
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。

ま
ず
「
天
照
」
の
称
号
表
記
に
つ
い
て
見
る
。
「
天
照
」
に
関
し

て
は
、
諸
本
諸
巻
全
体
で
三
十
三
ヶ
所
、
大
神
・
太
神
／
皇
大
神
・

皇
太
神
／
皇
大
神
宮
・
皇
太
神
宮
の
六
通
り
の
神
号
表
記
が
あ
る
。

Ａ
系
Ｂ
系
と
も
、
特
に
首
尾
一
貫
し
た
使
い
分
け
は
認
め
が
た
い
が
、

Ｃ
系
の
温
泉
寺
本
・
府
立
本
・
天
理
本
に
つ
い
て
「
大
」
と
「
太
」

の
用
字
に
注
目
し
て
集
計
す
る
と
、
温
泉
寺
本
は
す
べ
て
「
大
」
と

記
し
、
府
立
本
は
「
大
」
十
九
、
「
太
」
十
四
。
天
理
本
は
「
大
」
七
、

「
太
」
二
十
六
で
あ
っ
た
。
天
照
の
神
号
に
対
す
る
大
／
太
の
選
択

に
お
い
て
、
天
理
本
は
温
泉
寺
本
と
の
齪
齢
が
大
き
く
、
府
立
本
に

も
従
っ
て
い
な
い
・
七
ヶ
所
の
「
大
」
は
あ
る
が
、
天
理
本
の
「
太
」

の
多
用
は
、
諸
本
と
比
較
し
て
際
だ
っ
て
お
り
、
意
識
的
に
選
択
さ

れ
た
表
記
で
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
と
関
連
し
て
、
「
麗
気
記
』
⑤
の
「
天
照
荒
魂
神
」
（
『
校
註
解

説
・
現
代
語
訳
麗
気
記
Ｉ
』
校
異
（
別
）
、
以
下
校
異
、
註
釈
番
号
は
同
書
に
よ

る
。
）
が
、
府
立
本
で
「
天
照
荒
魂
大
神
」
に
、
天
理
本
で
「
天
照

荒
魂
太
神
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
改
変
は
、
天
照
を
至
高

の
神
と
す
る
認
識
に
立
っ
て
、
天
照
の
称
号
は
単
な
る
「
神
」
で
は

あ
り
え
ず
、
し
か
も
「
大
」
で
は
な
く
「
太
」
こ
そ
然
る
べ
き
、
と

の
判
断
に
基
づ
い
た
校
訂
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
天
照
の
別
称
「
オ

オ
ヒ
ル
メ
」
に
お
い
て
明
か
で
あ
る
。
天
理
本
以
外
の
写
本
は
み
な
、

「
大
日
霊
」
「
大
日
女
」
と
記
し
て
い
る
が
、
天
理
本
の
み
「
大
日
雲
」

と
し
、
『
日
本
書
紀
』
の
表
記
に
準
拠
し
て
い
る
（
校
異
①
（
侭
）
（
“
）
、

④
（
記
）
、
⑥
（
剛
）
）
。
類
似
の
事
例
と
し
て
、
「
ヒ
メ
」
に
つ
い
て
は
、

諸
本
の
「
比
羊
」
を
「
比
洋
」
に
、
諸
本
巻
々
で
マ
チ
マ
チ
だ
っ
た

「
ヒ
コ
ナ
ギ
サ
タ
ヶ
ウ
ガ
ャ
フ
キ
ァ
ヘ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
」
は
「
彦
波
激

武
鷆
鶇
草
葺
不
合
尊
」
に
、
つ
ま
り
『
日
本
書
紀
』
と
ま
っ
た
く
同

一
の
表
記
に
改
ま
っ
て
い
る
。
府
立
本
・
天
理
本
の
神
名
の
ふ
り
が

な
は
、
お
お
む
ね
『
日
本
書
紀
』
に
準
じ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
旧

来
の
諸
本
に
お
い
て
定
着
し
て
い
た
訓
に
変
更
が
生
じ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
諸
本
で
は
『
日
本
書
紀
』
を
「
日
本
書
記
」
「
日
本
記
」

と
記
し
て
お
り
、
「
日
本
書
紀
」
と
表
記
し
て
い
る
の
は
、
今
回
校

訂
に
用
い
た
諸
本
で
は
天
理
本
の
み
で
あ
っ
た
（
⑤
（
剛
）
）
。
さ
ら
に

天
理
本
は
、
②
「
神
天
上
地
下
次
第
」
の
神
代
七
代
の
部
分
で
『
日

本
書
紀
』
の
配
列
に
合
わ
せ
た
り
、
神
々
や
天
皇
が
ま
と
ま
っ
て
列

挙
さ
れ
る
部
分
に
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
順
番
や
位
置
付
け
、

代
数
や
漢
風
諭
号
を
書
き
込
ん
で
い
る
。
天
理
本
は
明
か
に
『
日
本

（
６
）

害
紀
』
と
校
勘
し
な
が
ら
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
府
立
本
・
天
理
本
の
訓
点
や
ふ
り
が
な
は
、
諸
本
、
諸
註

釈
伝
来
の
特
殊
な
読
み
の
継
承
よ
り
も
通
行
の
無
理
の
な
い
漢
文
訓

読
に
傾
い
て
お
り
、
訓
に
つ
い
て
も
校
訂
意
識
が
働
い
て
い
る
。
た
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と
え
ば
④
「
天
地
麗
気
記
」
註
釈
（
型
の
「
為
鎮
御
魂
神
以
来
」
に

対
し
て
、
諸
本
と
も
「
ト
コ
シ
ナ
ヘ
ニ
ミ
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト
ノ
タ
メ
ニ
」

と
訓
じ
て
い
る
が
、
府
立
・
天
理
本
は
「
ミ
タ
マ
ノ
カ
ミ
ヲ
シ
ッ
メ

ン
ト
シ
テ
ョ
リ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
個
々
の
語
句
の
ふ
り
が
な
に
つ

い
て
は
、
諸
本
で
「
ワ
ウ
」
と
す
る
の
を
「
オ
ウ
」
「
オ
オ
」
と
ふ
り
、

濁
音
を
表
記
す
る
な
ど
、
総
じ
て
実
際
の
発
音
に
近
い
仮
名
づ
か
い

に
変
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
山
田
原
」
に
「
ヤ
ウ
タ
ノ
ハ
ラ
」
と
ふ

り
が
な
し
て
、
実
際
の
地
名
呼
称
に
即
し
た
訓
を
付
け
て
お
り
、
中

世
写
本
で
は
特
に
訓
を
指
定
し
て
い
な
い
部
分
に
も
努
め
て
ふ
り
が

な
を
施
し
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
巻
々
を
通
じ
て
の
、
称

号
や
地
名
の
用
字
・
訓
の
統
一
性
も
諸
本
に
比
し
て
高
い
。

さ
ら
に
、
天
理
本
は
諸
本
に
比
較
し
て
踊
り
字
を
多
用
し
て
い
る

が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
名
や
主
語
で
は
、
踊
り
字
の
使
用
例
が

少
な
い
。
諸
本
が
み
な
踊
り
字
を
用
い
て
い
る
の
に
使
わ
な
い
所
が

目
立
ち
、
神
名
表
記
の
踊
り
字
は
意
図
的
に
避
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
天
理
本
の
み
が
文
末
に
「
也
」
を
挿
入
す
る
こ
と
が
多
く
、
天

理
本
に
は
独
特
の
文
章
規
範
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
α
特
に
天
理
本
に
は
、
『
麗
気
記
』
諸
本
や
注

釈
書
と
は
異
な
る
、
『
日
本
書
紀
』
や
『
旧
事
本
紀
』
な
ど
に
依
拠

し
た
訓
読
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
な
ど
「
麗

気
記
』
外
部
の
権
威
あ
る
文
献
を
参
照
す
る
考
証
学
的
姿
勢
、
い
わ

ゆ
る
神
書
・
神
典
と
の
整
合
性
を
は
か
ろ
う
と
す
る
校
訂
の
所
産
で

あ
る
。
α
段
階
に
お
け
る
改
変
の
多
く
は
形
式
的
で
、
文
意
に
大
き

く
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
『
麗
気
記
』
理
解
に

と
っ
て
重
大
な
変
更
も
あ
り
、
天
理
本
の
校
訂
は
、
近
世
の
『
麗
気

記
』
受
容
に
お
い
て
、
見
逃
せ
な
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
な
か

で
も
天
理
本
の
「
盧
遮
那
」
の
多
用
は
、
明
か
に
問
題
が
あ
る
。

「
（
毘
）
盧
舎
那
」
と
「
（
里
盧
遮
那
」
は
、
『
麗
気
記
』
に
頻
出

す
る
。
そ
の
書
き
分
け
は
諸
本
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、
総
体
的

に
は
、
天
照
大
神
と
関
係
す
る
場
合
は
「
舎
」
、
豊
受
大
神
と
関
係

す
る
場
合
は
「
遮
」
と
表
記
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
仏
教
学
に

お
い
て
「
遮
」
と
「
舎
」
は
、
仏
の
三
身
説
や
、
依
拠
す
る
経
典
に

関
わ
っ
て
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
『
麗
気
記
』
に
お

け
る
「
遮
」
と
「
舎
」
に
つ
い
て
も
、
書
写
段
階
で
表
記
に
揺
れ
が

生
じ
て
は
い
る
も
の
の
、
も
と
も
と
は
両
宮
の
神
格
や
、
『
麗
気
記
』

全
体
の
構
想
と
に
関
わ
っ
て
、
然
る
べ
き
意
味
の
あ
る
書
き
分
け
が

（
７
）

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
天
理
本
は
、
ほ
と
ん
ど
一
様
に

「
遮
」
と
記
し
て
お
り
、
「
遮
」
「
舎
」
の
区
別
に
は
ま
っ
た
く
頓
着

し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
「
舎
」
「
遮
」
の
区
別
を
た
ん
な
る
表
記

の
揺
れ
と
み
な
し
、
表
記
を
統
一
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の

場
合
、
「
遮
」
を
「
舎
」
よ
り
も
相
応
し
い
表
記
と
認
定
し
た
わ
け

で
あ
る
。
選
択
の
根
拠
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
事
例
は
天
理
本
書

写
者
の
学
識
の
質
、
密
教
理
解
の
程
度
の
貧
し
さ
を
示
し
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
『
麗
気
記
』
に
お
け
る
天
照
大
神
、
豐
受
大
神
二
神
の
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『
麗
気
記
』
は
α
よ
り
、
『
天
地
麗
気
記
』
の
名
で
、
図
像
を
完
備

し
た
十
八
冊
揃
で
幅
広
く
流
通
す
る
よ
う
に
な
る
。
彩
色
図
版
の
完

全
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
板
行
も
さ
れ
、
安
定
し
た
形
態
を
整
え
た
。
そ

の
こ
と
自
体
が
『
麗
気
記
』
に
対
す
る
校
訂
意
識
の
所
産
と
い
え
る
。

し
か
し
、
『
天
地
麗
気
記
』
の
完
成
は
、
『
麗
気
記
』
の
体
系
的
な
受

容
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
『
天
地
麗
気
記
』
は
近
世
の
神
道
説

に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
、
著
名
な
神
道
害
で
は
あ
っ
た
が
、
も
は
や

一
つ
の
独
自
の
世
界
、
ま
と
ま
っ
た
教
説
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
専
ら

文
字
テ
キ
ス
ト
に
偏
っ
た
、
限
ら
れ
た
部
分
の
断
章
主
義
的
な
受
容

神
格
に
対
す
る
探
求
心
も
、
浅
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
α
諸
本
に
お
け
る
校
訂
は
個
別
的
に
も
問
題
が
あ

る
が
、
最
も
注
意
す
べ
き
点
は
『
麗
気
記
』
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
が
、

そ
れ
以
前
と
は
決
定
的
に
変
質
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
α
諸
本
に

お
い
て
は
、
『
麗
気
記
』
の
内
側
で
『
麗
気
記
』
の
客
体
化
が
始
ま

っ
て
い
る
。
書
写
す
る
者
が
、
あ
き
ら
か
に
『
麗
気
記
』
を
『
日
本

書
紀
』
に
従
属
す
る
地
位
に
引
き
下
げ
て
見
て
い
る
。
『
麗
気
記
』

の
諸
本
よ
り
も
、
『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
古
典
籍
や
実
際
の
地
名
な
ど
、

『
麗
気
記
』
外
部
の
権
威
や
「
事
実
」
を
選
択
し
た
態
度
こ
そ
重
要
で

あ
る
。資

料
と
し
て
の
『
天
地
麗
気
記
』

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
図
像
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
、
あ
っ
て
も

無
き
が
同
然
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
『
御
流
神
道
口
決
』
写
九
巻
三
冊
国
学
院
大
学
河
野

（
８
）

省
三
記
念
文
庫
蔵
）
に
、
近
世
の
『
麗
気
記
』
受
容
の
典
型
が
み
て
と

れ
る
。
本
書
は
『
旧
事
本
紀
』
な
ど
古
典
籍
や
、
「
五
部
書
」
、
吉
田

神
道
害
か
ら
の
抜
書
き
、
両
部
神
道
な
ど
の
切
紙
類
の
写
に
、
適
宜

コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
も
の
で
、
か
な
り
雑
多
な
神
道
説
の
ノ
ー
ト
で

あ
る
。
当
時
、
公
的
に
近
世
の
偽
書
と
断
定
さ
れ
て
い
た
『
先
代
旧

事
本
紀
大
成
経
』
か
ら
の
引
用
も
少
な
く
な
い
。

『
麗
気
記
』
か
ら
は
④
「
天
地
麗
気
記
」
、
⑤
「
天
照
皇
大
神
宮
御

鎮
座
次
第
」
、
⑥
「
豊
受
大
神
御
鎮
座
次
第
」
の
断
章
が
採
取
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
次
ぎ
の
よ
う
に
（
原
文
は
漢
文
。
原
文
の
訓
点
に
従

っ
て
読
み
下
し
た
。
傍
線
部
分
で
麗
気
記
か
ら
の
引
用
を
※
の
数
字
で
該
当
す

る
麗
気
記
巻
数
を
示
し
た
。
）
・

吉
田
三
元
注

シ
キ

○
神
道
ノ
元
ノ
神
二
帰
。
此
ヲ
陰
陽
不
測
ノ
神
ト
云
う
。
又
ハ

国
常
立
ノ
尊
ト
云
○
天
台
ニ
ハ
真
如
本
覚
卜
云
。
真
言
ニ
ハ
列

字
不
生
卜
云
う
。
論
家
ニ
ハ
九
識
本
覚
ト
談
ナ
リ
。
浄
土
宗
ニ

ハ
一
心
不
乱
ト
称
ナ
リ
。
禅
宗
門
ニ
ハ
大
禅
定
卜
号
ス
。
仏
果

ニ
ハ
法
身
如
来
ト
号
ス
。
儒
ニ
ハ
伏
義
卜
云
、
仰
テ
天
ヲ
観
、

シ
キ

伏
テ
地
理
察
ス
。
其
し
是
ヲ
神
道
ニ
ハ
陰
陽
不
測
ト
名
。
皆
生

仏
一
如
之
理
ヲ
指
ス
也
。
故
二
今
泥
木
図
像
之
尊
躰
二
封
シ
テ
、
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国
ヲ
守
り
、
神
坐
ス
。
下
り
々
テ
中
シ
神
仁
王
ヲ
守
タ
マ
フ
。

是
ヲ
習
合
シ
テ
神
道
卜
云
。
故
二
仏
家
ョ
リ
云
ハ
本
地
ハ
仏
ニ

テ
垂
迩
ハ
神
ト
云
・
大
日
如
来
ノ
五
智
七
仏
ト
転
シ
Ｐ
棄
大
梵

天
王
光
明
大
梵
天
王
卜
現
。
又
天
神
七
代
地
神
五
代
卜
現
。
故

二
本
地
ハ
仏
垂
迩
ハ
神
卜
云
。
〈
三
元
経
〉
吉
田
ノ
兼
朝
ハ
本

地
神
垂
迩
仏
卜
立
ル
事
ハ
天
照
太
神
天
竺
二
分
身
シ
テ
大
日
釈

迦
ト
告
シ
仏
法
ヲ
説
キ
今
此
ノ
国
二
渡
り
神
仏
二
法
ヲ
以
人
民

ヲ
守
国
士
ヲ
治
り
。
是
ヲ
以
テ
神
ハ
本
地
仏
ハ
垂
迩
卜
云
う
。

然
ハ
神
仏
二
法
不
相
離
。
此
ノ
国
ハ
両
部
神
道
為
ル
ベ
キ
。

［
三
元
経
廿
セ
ョ
リ
廿
九
迄
二
出
ス
］
※
④

こ
の
部
分
で
は
、
吉
田
神
道
説
の
陰
陽
不
測
の
補
足
説
明
と
し
て

「
天
地
麗
気
記
」
の
一
節
を
引
用
し
、
仏
本
神
通
も
神
本
仏
迩
も
、

い
ず
れ
同
じ
く
、
神
仏
不
測
の
両
部
神
道
で
あ
る
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
「
火
珠
所
生
」
「
諸
果
円
満
明
」
「
心
月
輪
水

時
生
レ
マ
シ
テ
千
万
百
葉
従
リ
百
世
ヲ
重
ネ
、
千
々
ニ
亘
リ
テ

在
ノ
四
仏
二
大
日
ヲ
加
テ
五
仏
卜
為
。
化
シ
テ
地
ノ
五
行
神
卜

成
ル
。
十
六
葉
ノ
大
神
ト
供
奉
ナ
リ
。
大
小
尊
神
ト
ナ
リ
賢
劫

物
ヲ
祷
ル
ー
、
其
ノ
所
望
二
随
テ
、
成
就
ス
ル
コ
ト
ー
霊
之
神

イ
，
マ有
ス
故
也
。

過
去
ノ
セ
仏
。
転
シ
テ
天
ノ
セ
星
ト
呈
ス
。
地
神
五
葉
ハ
現

○
習
合
ノ
神
道
ニ
テ
言
ハ
天
地
麗
気
記
二
曰
ク
。
天
神
七
葉
ハ

ノ
十
六
尊
ナ
リ
。
億
昔
因
地
二
在
シ
テ
菩
薩
ノ
道
ヲ
行
タ
マ
フ
。

ナ
リ
。
列
字
本
不
生
不
可
得
ノ
義
也
。
万
法
皆
ナ
空
無
自
性
門
。

是
ヲ
理
卜
云
う
。
如
意
宝
珠
、
即
チ
神
璽
也
。
神
道
ノ
根
本
ハ

神
璽
ノ
故
二
、
宝
珠
卜
習
合
ス
ル
。
今
時
両
部
唯
一
共
二
、
牛

王
二
皆
ナ
宝
珠
ヲ
押
ス
コ
ト
、
之
ヲ
以
テ
知
ベ
シ
。
神
璽
即
宝

珠
也
。
※
⑥

と
い
う
ふ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
が
「
天
地
麗
気
記
二
曰
…
…
」
と
書
き

出
さ
れ
て
い
る
。
『
類
聚
神
祇
本
源
』
『
瑚
聴
集
』
な
ど
、
中
世
の
文

献
が
『
麗
気
記
』
を
引
用
す
る
場
合
、
「
『
麗
気
記
』
日
」
と
す
る
か
、

個
別
の
巻
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
近
世
に
な
る
と
、
本
書
の
よ
う
に

記
各
巻
の
独
立
性
は
ま
っ
た
く
顧
盧
さ
れ
ず
、
ど
の
巻
か
ら
の
引
用

で
あ
ろ
う
と
等
し
な
み
に
「
『
天
地
麗
気
記
』
日
」
と
な
る
。
ま
た
、

「
諸
果
円
満
明
」
と
「
金
剛
界
阿
闇
梨
位
印
言
ヲ
授
ル
事
」
は
「
五

大
月
輪
ノ
五
智
円
満
ノ
宝
鏡
」
や
「
金
剛
界
九
界
」
の
図
像
と
密
接

（
９
）

に
関
わ
る
部
分
だ
が
、
図
像
と
の
関
係
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
『
天
地
麗
気
記
』
受
容
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

巻
巻
の
自
律
性
は
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
図
像
は
視
野
の
外
で
あ
る
。

え
る
が
、○
火
珠
所
生

珠
所
生
」
「
金
剛
界
阿
闇
梨
位
印
言
ヲ
授
ル
事
」
の
項
目
で
⑥
か
ら
、

「
州
九
堅
印
信
上
麗
気
汀
第
一
重
印
信
」
で
⑤
か
ら
の
引
用
が
見

如
意
宝
珠
ナ
リ
。
々
々
蓮
花
理
ナ
リ
。
々
卜
者
台
蔵
大
日
如
来

日
珠
ナ
リ
。
々
々
ハ
玉
ナ
リ
。
々
ハ
列
字
ナ
リ
。
々
々
ナ
レ
ハ

天
地
麗
気
記
二
曰
。
光
明
大
梵
天
皇
ノ
火
珠
ハ
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こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
Ｃ
系
に
お
い
て
、
④
「
天
地
麗
気
記
」
を

巻
頭
に
配
し
、
板
本
で
総
題
ま
で
が
「
天
地
麗
気
記
』
と
な
っ
た
意

味
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

Ｂ
系
諸
本
段
階
で
巻
頭
に
あ
っ
た
①
「
二
所
太
神
宮
麗
気
記
」
は
、

天
地
開
關
以
前
の
未
生
の
過
去
、
起
源
以
前
の
起
源
、
無
限
の
彼
方

か
く
の
ご
と
く
α
諸
本
の
校
訂
を
経
た
『
天
地
麗
気
記
』
十
八
巻

の
成
立
は
、
『
麗
気
記
』
の
世
界
の
独
自
の
論
理
を
見
え
に
く
く
し
、

『
日
本
書
紀
』
な
ど
「
神
典
」
と
の
形
式
的
統
一
性
は
、
『
麗
気
記
』

を
平
板
化
し
、
麗
気
記
世
界
の
解
体
を
促
が
す
方
向
に
働
い
た
よ
う

で
あ
る
。
も
と
も
と
巻
々
が
自
律
性
を
保
ち
つ
つ
、
津
然
と
し
て
一

つ
の
世
界
を
な
し
て
い
た
『
麗
気
記
』
が
、
そ
こ
で
は
項
目
に
分
け

ら
れ
、
切
り
取
ら
れ
、
他
の
文
献
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
編
集
さ
れ
た
。

『
天
地
麗
気
記
』
は
、
使
い
や
す
く
整
頓
さ
れ
た
「
両
部
習
合
神
道
」

の
重
要
資
料
の
一
つ
で
あ
り
、
あ
ま
た
の
神
典
・
神
書
群
の
う
ち
の

周
縁
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
・
近
世
に
も
数
多
く
の
『
麗
気
記
』

や
注
釈
害
の
写
本
や
抜
害
き
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
麗
気

記
』
に
関
連
す
る
儀
礼
や
学
習
は
、
あ
る
程
度
は
受
け
継
が
れ
て
は

い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
伝
授
の
環
境
も
、
伝
授
に
対
す
る
観
念
も

（
、
）

か
な
り
変
質
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

『
天
地
麗
気
記
』
の
名
の
も
と
で

か
ら
続
く
如
来
の
神
秘
を
語
っ
て
い
る
。
①
が
語
ろ
う
と
す
る
時
空

は
、
本
文
の
「
空
劫
の
先
に
空
劫
を
興
し
」
と
い
う
文
句
に
端
的
に

（
、
）

表
わ
れ
て
い
る
。
Ｂ
系
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
根
底
に
持
続
す
る

如
来
の
神
秘
を
明
か
し
て
い
る
①
こ
そ
が
、
『
麗
気
記
』
首
巻
に
置

く
べ
き
総
論
で
あ
っ
た
。
『
麗
気
記
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
お
い
て
は
、

何
ら
問
題
は
な
く
妥
当
な
判
断
と
い
え
る
。

一
方
、
④
「
天
地
麗
気
記
」
は
、
日
本
書
紀
神
代
巻
に
対
応
し
た

天
地
の
生
成
を
述
べ
る
、
い
わ
ば
「
日
本
」
の
は
じ
ま
り
の
巻
で
あ

る
。
こ
の
④
「
天
地
麗
気
記
」
が
ｑ
で
巻
頭
に
配
置
さ
れ
、
近
世
に

お
い
て
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
、
Ａ
系
Ｂ
系
の
存
在

を
措
い
て
α
・
田
が
流
布
し
た
こ
と
は
、
た
ん
な
る
偶
然
に
帰
し
て

す
む
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
『
天
地
麗
気
記
』
の
名
称
を
『
麗
気
記
』

全
体
を
代
表
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
呼
称
と
し
て
認
定
し
た
の
で
あ
り
、

天
地
開
關
を
麗
気
記
全
体
の
出
発
点
に
据
え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

「
神
書
」
に
対
す
る
近
世
の
規
範
意
識
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
近
世
的
神
道
説
の
は
じ
ま
り
に
位
置
す
る
、
林
羅
山

『
神
道
伝
授
紗
』
（
正
保
元
年
、
一
六
四
四
）
に
、
ま
る
で
①
「
二
所
太

神
宮
麗
気
記
」
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

州
四
神
之
理

一
、
仏
法
二
空
劫
以
前
ト
イ
ヒ
威
音
那
畔
卜
云
ハ
、
混
沌
未
分

ヲ
云
也
、
猶
モ
ノ
ホ
リ
テ
イ
ヘ
ハ
、
神
ト
ナ
ッ
ヶ
無
ト
ナ
ッ
ク

レ
ハ
、
ス
テ
ニ
神
ア
リ
。
其
始
ハ
神
霊
モ
ナ
ク
、
又
無
卜
云
ノ
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名
モ
ア
ラ
ス
ト
云
テ
、
其
霊
ヲ
モ
キ
ラ
ヘ
リ
。
老
子
・
荘
子
ノ

説
二
始
卜
云
モ
ノ
モ
ナ
シ
ト
申
ス
ハ
、
無
モ
元
来
ナ
シ
ト
申
義

也
。
無
ノ
名
ニ
カ
、
ワ
ル
ヲ
キ
ラ
ヘ
リ
。
後
仏
ハ
先
仏
ヲ
師
ト

ス
。
然
し
ト
モ
、
元
初
ヲ
キ
ハ
ム
レ
ハ
師
モ
ナ
ク
、
仏
モ
ナ
シ
。

（
『
神
道
大
系
論
説
編
藤
原
猩
窩
・
林
羅
山
』
）

羅
山
に
よ
れ
ば
、
「
空
劫
の
先
」
な
ど
論
じ
よ
う
も
な
い
。
始
ま

り
と
は
、
す
な
わ
ち
歴
史
の
始
ま
り
に
他
な
ら
ず
、
①
「
二
所
太
神

宮
麗
気
記
」
の
よ
う
な
天
地
開
關
以
前
の
論
は
、
歴
史
以
前
の
無
意

味
の
論
で
し
か
な
い
。
そ
し
て
同
じ
頃
に
書
写
さ
れ
た
天
理
本
は
中

世
『
麗
気
記
』
世
界
の
自
壊
を
示
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
十
七
世

紀
前
半
に
は
、
近
世
的
神
道
観
が
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
天
地
開
關
を
以
っ
て
日
本
の
起
源
と
す
る
、
『
日

本
書
紀
』
を
規
範
と
す
る
歴
史
主
義
的
な
立
場
で
あ
る
。

近
世
の
神
道
論
に
お
い
て
は
、
常
に
、
天
地
開
關
以
降
の
日
本
の

「
歴
史
」
が
問
わ
れ
、
歴
史
的
正
し
さ
を
実
証
す
る
こ
と
と
神
学
と

（
吃
）

は
ほ
と
ん
ど
同
義
で
あ
っ
た
。
「
神
書
」
と
は
、
天
地
開
關
と
こ
の

世
の
秩
序
（
世
俗
的
次
元
も
含
め
て
）
を
結
ぶ
「
歴
史
害
」
に
他
な
ら
ず
、

そ
れ
ゆ
え
、
「
神
道
五
部
害
」
や
吉
田
神
道
の
神
書
を
は
じ
め
、
中

世
に
隆
盛
し
た
神
道
説
は
、
考
証
学
者
や
国
学
者
た
ち
か
ら
批
判
を

浴
び
せ
か
け
ら
れ
て
か
っ
て
の
尊
敬
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
『
麗
気
記
』
は
と
い
え
ば
、
抽
象
的
で
濃
密
な
宗
教
に
満

ち
た
言
説
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
実
証
的
な
事
実
関
係
を
問
わ
れ
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
と
る
に
足
り
な
い
、
混
乱
に
満

ち
た
妄
説
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
完
全
に
黙
殺
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

注
（
１
）
①
～
⑥
の
丸
数
字
は
、
前
出
の
三
橋
報
告
「
『
麗
気
記
』
世
界

の
生
成
」
の
巻
順
番
号
に
同
じ
。

（
２
）
諸
本
に
関
す
る
詳
細
は
、
神
仏
習
合
研
究
会
編
『
校
註
解
説
・

現
代
語
訳
麗
気
記
Ｉ
』
（
法
蔵
館
、
二
○
○
二
所
収
、
森
本
仙
介

「
『
麗
気
記
』
の
諸
本
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
Ｂ
系
の
守
晨
本
は
、
様
々
な
訓
点
を
併
記
し
た
諸
本
類
聚
的
な

も
の
。
ま
た
、
国
会
本
は
、
本
文
は
Ａ
系
に
近
い
が
、
訓
点
は
明
か

に
Ｃ
系
に
属
し
て
お
り
、
一
本
の
内
部
に
新
旧
抱
え
込
ん
で
い
る
。

発
表
当
日
配
布
し
た
資
料
に
は
、
詳
し
い
集
計
結
果
を
示
し
た
。

（
４
）
矢
田
勉
氏
の
口
頭
発
表
「
上
代
語
資
料
の
板
行
と
国
学
」
（
平

成
十
二
年
四
月
十
六
日
第
十
七
回
鈴
屋
学
会
大
会
）
に
多
大
な
示
唆

を
得
た
。
版
本
に
お
け
る
校
訂
本
文
の
成
立
に
至
る
過
程
、
と
く
に
、

ふ
り
が
な
・
訓
点
も
本
文
の
一
部
と
見
な
さ
れ
、
校
訂
対
象
と
な
っ

た
と
い
う
指
摘
は
、
近
世
写
本
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

（
５
）
天
理
本
の
前
段
階
を
示
す
府
立
本
も
天
理
本
と
お
お
む
ね
同
じ

で
あ
る
が
、
単
純
な
誤
記
が
目
立
つ
。

（
６
）
①
「
二
所
大
神
宮
麗
気
記
」
校
異
（
唖
、
註
釈
（
型
の
よ
う
に
、

『
日
本
書
紀
』
と
う
ま
く
整
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
注
記
が
、
か
え
っ

て
混
乱
を
助
長
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

（
７
）
パ
ネ
ル
の
席
上
、
大
久
保
良
峻
氏
よ
り
密
教
学
に
お
け
る
「
遮
」

「
舎
」
の
区
別
に
つ
い
て
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
８
）
奥
書
当
天
明
六
午
年
於
京
都
智
積
院
奉
伝
授
御
流
神
道
於
鍍
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（
Ⅱ
）
中
世
神
道
説
に
お
け
る
「
空
劫
」
に
つ
い
て
は
原
克
昭
「
〈
中

世
日
本
紀
〉
の
年
代
学
的
構
想
ｌ
神
代
紀
に
こ
め
ら
れ
た
叡
智
ｌ
」

（
『
大
倉
山
論
集
』
四
六
、
平
成
十
二
年
九
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
里
パ
ネ
ル
席
上
で
の
高
橋
美
由
紀
氏
の
御
質
問
に
よ
っ
て
、
近
世

に
お
け
る
「
神
学
」
と
は
い
か
な
る
営
為
で
あ
っ
た
の
か
、
を
改
め

て
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

（
Ⅲ
）
近
世
仏
家
神
道
に
お
け
る
『
麗
気
記
』
伝
授
の
形
骸
化
に
つ
い

て
は
、
前
出
『
麗
気
記
Ｉ
』
の
森
執
筆
解
説
「
近
世
に
お
け
る
『
麗

て
は
、
前
出
『
麗
気
記
Ｉ
』

（
９
）
『
麗
気
記
』
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
門
屋
温
氏
の
報
告
「
『
麗
気

記
』
の
図
像
学
」
と
、
『
麗
気
記
Ｉ
』
所
収
、
門
屋
温
「
「
神
体
図
」

記
』
の
図
像
学
」
と
、
『
麗
気
記
Ｉ
』
所
ｍ

気
記
』
」
で
若
干
触
れ
た
。

啓
僧
正
脚
写
畢
御
本
ハ
雛
九
巻
博
本
而
易
紛
失
故
予
私
為
三
巻
者
也

／
上
総
国
沙
門
泰
城
憲
長
［
四
十
一
才
］
」
「
文
化
八
未
年
於
京
北
上

品
蓮
台
玉
蔵
精
舎
准
泰
ｌ
圭
忠
長
阿
闇
梨
本
書
交
畢
□
［
介
資
］
宥
盛

と
の
関
連
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
花
押
）
」
。

（
㈱
国
際
宗
教
研
究
所
研
究
員
）
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